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析

の

結

果

、

社

会

■の

総

計

暈

と

し

て

の

労

働

供

給

(

ス

ケ

デ

ュ

ル

)

量

は

、
福

用

機

会

が

、
如

何

な

る

潜

在

的

所

得

稼

得

能

力

を

も

つ

家

計

の

、 

如

何

な

る

構

成

員

に

対

し

て

開

か

れ

て

い

る

か

、

に

依

存

す

る
こ

と
が
見
出
さ 

れ

た

。

従

っ

て

ま

た

供

給

—

需

要

で

定

義

さ

れ

る

失

業

量

も

亦

上

記

- ©
事

情

を

 

一

義

的

に

指

定

し

て

お

か

な

け

れ

ば

規

定

し

難

い

も
の
で
あ
る
こ

'
と
.が
示

さ

れ

' 

る

の

で

あ

る

(

文

献

15)

。

1

• 

2
 

.

家

計

行

動

理

論

の

た

め

の

労

働

供

給

分

析

.

家

計

の

労

働

供

給

行

動

は

ま

た

、
所

得

造

出

行

動

に

他

な

ら

な

い

。
家

計

.は

本

 

来

所

得

の

員

㈩

と

処

分

を

行

5
主

体

で

あ
る
が
、.

#

来

家

fi
-̂T
lf
の

分

析

は

%

 

が

*:
'

を

所

#'
>1
'

し

た

場

合

の

(

特

定

1

体

系

の

.下

で

)

所

得

処

分

行

動

の

解

 

明

に

焦

点

.が

集

め

ら

れ

て

来

た

ょ

ぅ

に

見

ら

れ

る

。

家

計

の

所

得

量

が

家

計

に

 

ょ

っ

て

如

何

に

決

定

さ

れ

る

か

と

い

ぅ

機

構

の

分

析

は

、

R
.

 

F
r
i
s
c
h

 

(

文

献

 

2b)

.が
。ハ
レ

ト

図

式

に

基

い

て

独

自

な

M
開

を

示

し

て

以

来

、

i

的

に

#

_ 

さ
れ
る
こ
と
が
：な
か

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

稿
の
主

題

と

.̂-

る
家

計

の

^

 

働

供

給

分

析

は

た

だ

ち

に

家

計

の

所

得

造

出

行

動

機

構

の

分

析

で

‘

あ

る

.。

'

ん

.
不

可

逆

姓

：

. 

以

下

の

分

肝

に

於

て

は

家

昨

の

労

働

供

給

函

数

の

計

測

と

余

暇

〜

所

得

選

好

 

場

の

。ハ

ラ

メ

タ

推

定

を

行

f

か

：、

.最

終

計

測

に

至

る

ま

で

に

い

く

つ

''か

の

予

備

 

的

計

測

が

行

ゎ

办

た

(

.
§
2
.
4

〜

2
.
7

)

。

;1
め

予

備

的

諸

計

測

結

果

の

考

察

に

基

き

 

選

好

場

に

変

位

が

導

入

さ

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

こ

と

が

知

ら

れ

た

の

：で

、

§

 

3
.
1

〜
S
.
4

で

-は

選

好

場

へ

変

位

.；C

習

慣

形

成

)

が

導

入

さ

れ

f

函

教

と

共

に

選

好

場

パ

 

ラ

ン

.
タ

〈

変

位

「

ハ
ー

フ

メ

^

を

食

む

)

が

計

測

さ

れ

る

。

.：
計

測

結

果

は

^

慣
形
成 

を

負

の

所

得

ポ

テ

ン

.
シ

.T
ル
と
®
す

る

こ

と
に
よ
り
予

備

的

計

測

結

果

と

整

合

 

す

る

こ

と

が

.示

さ

れ

.る

。

又

計

測

顧

の

普

遍

性

に

つ

い

て

検

証

が

行

わ

れ

る

。

へ

し

.

.
:
„
.
.
'
i
:

パ

.
-
,
;
-
■
;

選
好
場
。ハ
ラ
メ
タ
の
計
測
結
果.に
よ
れ
ば
、'適
好
に
変
#

の
起
石
場
合S
 

慣
形
成
方
伴
ぅ
場
合
，

)

.の
家
計9.

労
養
供
給
行
動
と
、
変
位
の
起
ら
ぬ
場
合
の 

供
給
行
動
と
が
分
離
ぶ
丸
、

：

篇

曲

線

の

不
1
觉
性
が
示
さ
れ
¥

Q 3.S)

(

1)

,

本
稿
に
お
け
る
'計
_
作
業
お
よ
び
、
本
稿
の
計
測
に
至
る
ま
で
の

予
備 

.

的
.諸
計
測
に
.於
：て
、
盔
済
券
部
佐
藤
保
氏
は
難
始
多
.く
の
協
カ
を
与
ぇ
ら
れ 

た
こ
と
.に
說
意
を
表
さ
せ
て
戴
き
た
か
。 

0
^

)

農

*
_
.
エ
業
間
格
差
に
っ
ぃ
て
は
梅
村
又
次
氏

(

文
献
5)

の
分
析
、H

 

業
内
部
に
，関
し
て
は
、
佐
々
本.孫
田
苘
氏
'
.

(

文
献
7)

に
よ
る
分
析
参
照
。 

C
3

)

賃
金
格
差
生
成
.機
構
に
っ
い
.て
.は
辻
村
氏
の
分
析.(

.文
献
10
>
.
お
よ
び 

筆
者
：に
よ
る
分
析£

献
14〕

#
照
、
賃
金
の
最
低
.限
界
を
供
給
側
よ
り
解 

明
し
た
：分

浙

呔(

文
献
11
-)

参
照
タ 

(

^

性
年
都
別
有
業
率
変
動
虼
っ̂

て
は
佐
士
木
氏
ス
文
献㊀)

の
詳
細
な 

_ 
分

析

ゼ

参

照
-:
°
へ
"

.

.
:
:
• 

:
.
:

(

5)

家

.#
の
消
費
行
戰
に
関
す
る
習
慣
形
成
は
辻
村
氏
'に
.よ
る
広
汎
な
針
.測 

.
結
果
に
於
て
：、V
既
に
.そ
の
存
#
は
疑
：う
余
地
*:
;̂

も
の
も
見
ら
れ
て
い
る

1

9

-

0 

’

. 

_
三
：
ー

.

(

六
，八
五)

■

賃

金

.
肩
甩
分
析
か
計
量
的
基
猶

1

.

.
 

3

所

得

の

成

長

お

：ょ

び

循

環

過

程

に

お

け

る

供

給

曲

線

の

，
.



第 2 表
： " ■ . . . .

1 8 7 5 年 M a s s a c h u s e t t s の家族の有業寧と父の賃命年額

■ • ..
;

T r a d e s
F a t h e r ^

Y e a r l y

W a g e s

N u m b e r

i n

F a m i l y

⑵
W i f e  &

C h i l d r e n

W o r k i n g

m/d)

S k i l l e d  w o r k s h o p  

h a n d e c r a f t s m e n
7 5 2 . 3 6 4 . 7 5 0 . 2 5 0 , 0 5 3

M e t a l  w o r k e r s . 7 3 9 . 3 0 ,  4 . 5 0 0 . 3 3 0 . 0 7 3  .

. • 、 . . . . .  . . . .  

B u i l d i n g  t r a d e s 7 2 1 . 3 2 4 . 5 0 0 . 3 3 0 . 0 7 3

T e a r a i s t e r s

.. . 4 ■ン ：
6 8 0 . 0 2 5 . 2 0 1 0 . 5 0 0 . 0 9 6

M i l l  o p e r a t i v e s

t

5 7 2 . 1 0 5 . 0 0 1 . 0 0 0 . 2 0 0

S h o e  a n d  L e a t h e r  

w o r k e r s
5 4 0 . 0 0 4 . 7 5 1 . 0 0 ■ 0 . 2 1 1

. _  ■ • ■ , ■' .■ . . . -  

A y e r a g e  o f  

t h e s e  s i x  g r o u p s
6 5 9 , 1 8 4 . 8 3 0 , 5 7

M e t a l  \ v o r k e r s ,  

l a b o r e r s
4 5 8 . 0 9 5 . 5 0 1 . 1 3 0 . 2 0 5

W o r k s h o p

l a b o r e r s
4 3 3 . 0 6 5 . 9 0 1 , 1 0 0 . 1 8 6

O u t  d o o r  

l a b o r e r s
4 2 4 , 1 2  , 6 . 5 0 1 . 3 3 0 . 2 0 5

M i l l  l a b o r e r s 3 8 6 . 0 4 6 , 7 5
綱

0 . 2 2 2  '

A v e r a g e  o f  

t h e s e  f o u r  g r o u p s
4 2 5 . 3 2 6 . 1 6 1 , 2 5

•• ? '

S  &  B  W e b b :  I n d u s t r i a l  D e m o c r a c y  6 4 1 頁所載の表より作製。 

F a t h e r ’ s  y e a r l y  W a g e s の大きい家許ほど家 t f の有業率（⑵/⑴）は 

減少する C どが知られ々。 これは家計調查賛料第 3 表 a ，b ,  c ， と全く 

同 U 傾向である。

.

応
し
て
家
計
は
ま
ず
家
計
の
他
の
構
成
員
の
■有
■

を
決
定
し
、
従
-?
て

家

計

犬

：であ
る
と
い
う
序
列
が
現
わ
れ
て
く
る
と
い

.
わ
ね
ば
な
ら
だ
い
。
即
ち
、
少 

の
総
実
収
入
が
：決
定
さ
れ
る
.
ネ
い
う
機
耩
が
働
く
か
ら
、
も
し
実
取
入
階
層
で
’.

な
く.
と
も
^ ;
働
i

現
象
の
分
祈——

供
臉
函
敎
計
測——

を
行
う
場
合
の
資 

層
化
す
る
な
ら
ば
：、
事
象
の
因
果
を
逆
に
追
う
こ
.

と
ど
な
り
、
資
料
は
管
趣
ざ，■

.

料
に
は
、
現

象

の0
§
3
巴
0
氐
玲
：を
追
う
世
帯
主
階
層
資
料
の
使
用
が
要
請 

れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
後
者
で
は
む
し
ろ
有
議
高
き
が
故

.
に

実

収

入

総

額

が

さ

れ.
る
の
：で
あ
る。
.

.一

.
 

L
 

.
 

... 

.

.
 

'
 ..
.

賃

金
•

雇
用
分
析
の
計
量
的
基
礎
：

 

三
三_ 

(

六
八
七)

第 丨 表

性 • 年齢別群毎の，逋用されているも 

のの割合と成人実質賃金とめ相関係 

数 の 値 （合衆国 4 1 .都市について）

年 齢 群 男 子 女 子

1 4 - 0 . 6 6 — 0 . 5 B

1 5 - 0 . 6 5 - 0 . 4 5

1 6 — 0 . 5 0 ' — 0 . 2 0 *

一 0 . 3 2 — 0 . 0 1 *

1 8  〜 1 9 - 0 . 3 1 + 0 . 0 2 *

2 0 ^ 2 4 - 0 . 2 8 * — 0 . 2 3

2 5  〜 4 4 - 0 . 1 6 * - 0 . 5 2

4 5  〜 6 4 - 0 , 2 8 * — 0 . 5 6

6 5 以上 — 0 = 4 8 ~ 0 * 6 3

* 印は 9 5 % 水準で有意でない。
■ ■

こ.
と
す
な
わ
ち
供
給
行
動
...の
主
体
は
家
計
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
に
他 

プ
な
ら
な
い,°
;-.
:
:
_

べ
^
 

;

併
し
乍
ら
一
方
、

：

実

収

入

醫

資

料

に

よ

れ

ば

、
第
三
表
と
異
な
っ
て
有
業 

率
社
階
層
と
共g

何

等

の

傾

向

を

示
.^
な
い
の
が
ニ
.般
で
あ
る
。
i

s
の
世 

，帯
主
階
層
資
料
お
よ
び
厚
生
省
資
料
の.他
に
ダ
.ダ
'ラ
ス
資
料
と
整
合
し
、
，か
つ 

有
®

:
に

関

す

るs
y
s
t
e
m
a
t
i
c
:

な
策
化
の
一
.般
性
令
裏
付
け
る
第
三
の
資 

:

料
は
第
3
表
セ
ぁ
名
。.
.こ
れ
ら
の
資
料
に
ょ
れ
ば
我
が
国'

|

8特
別
集
計 

(

.一
九
五
四
年)

.

Q
#
t
l
.

は
、
'合
衆
国
の
：二.八
：七
五
年
に
遡
っ
て
確
証
さ
れ
る 

も
の
戈
あ
る
.：こ
と
が
、
：.明
^
か
と
な
•っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
，
実
収
入
階
層 

:

別
資
料
と
め
‘
！

f

 

:
:
ー
致
の
達
闺
は
明
瞭
で
あ
ろ
ぅ
。.家
計
の
：労
働
§

行
動
の
主 

た
：る
収
入
.者

(

家
計
核)
.Q

取
入
が
外
生
的
要
素
と
し.て
働
き
、
-C
の
値
に
適

■ 

n
労

働

供

給

函

数

の

ft
測

.

> 

2
:
,
,
1

.

.

.
計

測̂お
け
る
^-
料
の
問
題
..:'
.

以
下
の
計
測
.に
使
用
さ
れ
石
資
料
ば
世
帯
主
所
得
階
層
別
家
計
調
查
資
料
.で 

あ
る
。
家

計

調

査

資

料

(
F
I
E
S
)

の
：
一
般
集
計
ば
実
収
入
階
層
又
ば
消
費
支
'

出
階
層
別
で
あ
？
で’
俞
記
办
集
計
は
わ
ず
か

I

九
五
四
年
九
月
分
あ
る
の
み 

で
あ
る
。
こ
の
事
は
我
々
の
計
測
を
著
し
く
制
約
し
た
が
、
：さ
い
わ
い
厚
生
省 

社
会
保
障
調
査
資
料

T

昭
和
三
十.
一
，年)
が
世
帯
主
所
得
階
層
で
再
集
計
さ
れ

.  

た
の
で.

(

昭
和
同
人
会>  

両
資
料
か
ら
ー
ー
時
点
忙
お
け
る
籍
函
数
パ
ラ
ネ
タ
'

■
 

,

を
計
測
し
こ
れ
を
用
い
：て
選
好
場
パ
：ラ
メ
タ
の
計
測
が
：可
能
と
な
：っ
た

,°
:'.
:

.
我
々
が
11
1
:
主̂
所
得
階
層
資
料
を
採
る
の
は
欢
の
如
き
理
由
に
基
く
。
；

^
ー. 

表

は

D
o
u
g
l
a
s

に
ょ
る
計
測
結
果
で
あ
る
が<
文
献
2»)
、
，
年

縣

階

層
: 

別
有
業
率
と
、.成
人
男
子
賃
金
の
相
関
は
老
少
年
層
に
於
て
顕
賽
に
高
く
、
主 

た
る
双
入
豸
た
る
べ
：き
年
齢
層
の
有
業
率
は
賃
金
に
:#
し
.て
有
意
.に
.反
洛
し
：な 

い
こ
.と
が
示
さ
れ
て
：い
る
。
同
塒
に■、
.第
3
表
紅
前
記
|

的
特
別
潔
計
結
果 

は
、
世
帯
主
所
得
の
大
な
る
階
層
ほ
ど
家
計
内
め
有
業
者
'の
割
合
.の
減

少

ず

る
. 

こ
と
.を
示
し
て
い
る
°-
こ
の
.両
資
棘
ダ
整
合
的
に
説
明
す
る
：に
は
、
..
家
計
の
有 

難

は

、
家
許
内
.の
主
た
る
収
入
者
の
所
得
に
ょ
っ
て
影
響
さ
れ
、
主
、た
る
収 

入
者
の
収
入
の
.増
加
,(

P

)

.と
共
..に
他
の
家
計
構
成
員
は.労
働
市
場
か
ら
引
，
 

上
げ
絞
出
さ
れ)

、
そ
'の
順
位
は
ま
ず
老
少
年
層
が
優
先
す
る
と
：

i

ぅ
機
構
が 

考
ぇ
ら
れ
ね
ば
.な
ら
.な
い
。
-:
こ
れ
は
直
ち
に
第1
表
の
各
年
齢
層
の
個
体
が
家 

計
と
い
う
^

に
ょ
り
給
合
さ
れ
た
相
度
従
属
的
な
行
動
を
な
す
^
い
う

三
ニ 

(

六
<

六)



2

.
:
,
2

計
■
の

莲

本

方

針
.

供
給
函
数
計
測
に
際
し
て
、
ニ
つ
：の
接
近
が
奢
え
：ら
れ
る
。
：

1

つ
.は
、
.

1
 

的
模
型
を
耩
成
す
る
こ
と
な
く
、M
il
l
さ
れ
る
^
^
に
よ
り
よ
く
当
て
は
ま
：る 

よ
う
な
輝
々Q

函
i

を
^
純
な
経
験
的
M

を
く
り
返
す
こ
：と
に
よ
：っ
て
選 

ぶ
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
：れ
ば
、
■供
給
量
匕
影
響
を._与
え

そ

う

な

独

立

囊

：
 

の
種
類
や
函
数
形
を
思い
..

つ.V

ま
ま
に
数
多
く
数
え
，上
げ
る
こ
と
が
日
ま
る
わ 

け
で
あ
る
。
例
え
ば
、
線
型
式
：よ

り-.
4
高
次
武
の
方
が
又
独
立
変
数
：一
.個
よ
り
、 

も
^

個̂

■の
方
が
他
の
条
件
：に
し
て
一
定
な
る
限
り
必
ず
よ
い
近
似
を
与
え
る
、
 

こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
併
し
'斯
様
な
方
法
は
、
体
系
的
な
計 

量
分
析
を
進
行
せ
し.め
：る
上
に
ば
効
率
の
低
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
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仮
説
と
経
験
的
事
実
ど'を
ー
層
明
確
な
形
で
対
比
：せ
し
め
、
--
.'対
比
に
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マ
て 

仮
説
の
棄
却
、
採
択
又
は
修
正
へ
の
遣
を
開
く
た
め
に
、
我
々
は
ま
ず
、
家
計 

の
効
用
指
標
函
数
に
関
す
る
仮
説
を
設
定
し
家
計
の

g
a
i
n

を
極
大
な
ら
し
め 

る
家
計
行
動
図
式
を
用
い
て
、
自
律
的
供
給
函
数
を
導
出
す
る
と
い
う
順
序
を 

踏
む
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2 
.

3
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理
論
模
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そ
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• 2
の
経
験
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事
実'(Douglas, 

W
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の
資
料
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i

s
-特
別 

集
赏
、
等y

に
基
い
て
次
の
公
準
を
設
け
る
。

⑴

.
労
働
供
給
の
主
体
は
家
計
で
あ
る
。

 

'

.
.'
->- 

H
四
：(

六
八.
八)

.

.

f 

: 

.(2
)
:'
'
,家i

は
余
暇
お
よ
び
所
得
擦
分
に
関
す
る
一
選
好
場
：を

も

ち

、

■

そ
の 

.g
a
i
n

を
極
大
な
ら
し
め
る
よ
ぅ
に
両
者
の
選
択
を
行
ぅ
。
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摸
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こ
こ
忙
余
暇
と
は
家
計
構
成
員
が
所
得
稼
得
の
た
め
拘
束
さ
れ
る
時
間
以
外 

.の
：金
時
間
を
さ
す。
：
.
-
'

、
総
所
得
。

Iは、
主
た
る
収
入
者
の
所
得

I (

核
所
得)

及
び
非
核
所
得
の 

.

和
と
し
て
、

-.

(2) -. 

E

+

W

Nセ
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，
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所
得
処
分
の
恒
等
式
は
，
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、

x, {S

r
?
n
x

「

o
■茶
‘

⑵
と
⑶
を
結
べ
ば
、

.
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P

扨
て
家
計
調
査
資
料
か
ら
は
、
労
働
時
間
を
知
り
え
な
い
の
で
供
給
量
の
次 

元

は
日
§

げ
§

Hでな
く man  (

人
員)

単
位
を
採
ら
ね
ばな
ら
な
い
。

ど
の
家
計
で
も
、
家

計

核

と

i
d
e
p
t
f
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さ
れ
る
資
料
上
の
世
帯
主
は
有
業
者 

で
あ
る
か
ら
以
下
余
暇

〜

所
得
選
択
に
関
す
る
家
計
の
供
給
行
動
機
構
は
、
非 

篇
成
員
に
関
す
る
も
の
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
。
•従
つ
て
⑴
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の
，抖
は
ー
非1

 

成
員
に
関
す
る
値
と
考
え
よ
う
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併
し
核
は
有
■

で
あ
る
か
ら
、
佘
暇
§
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非
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に
家
計
全
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す
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な
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労
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於
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収
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に
核
所
得
も
亦
先
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と
し
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扱
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来
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決
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数
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し
て
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わ
れ
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⑴
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限
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効
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満
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さ 

せ
ね
ば
な
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な
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函
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即
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式
は
家
計
の
労
働
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供
給
'了1
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他
な
ら
な
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'
.
_

家
計
所
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を
所
与
と1
た
場
合
の
各
財
■へ
の
需
要
量
が
導
か
れ
る
の
が
通
常 

で
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る
が
、
(6
)
式
は
、:所
得
決
定
機
構
を
含
む
と
い
う'意
味
に
於
て
よ
り
一
般
：
 

的
な
家
計
の
需
要
方
程
式
で
あ.る
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ゎ

.
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)
(7
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X
1
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を
用
い
れ
ば
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♦
雇
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析
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，計
量
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計
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す
る
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定
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程
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と
じ
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れ
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■
余
暇

.配得
選
好
場
の
近
似
と
し
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⑴
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ん
函
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に
対
数
線
型
函
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を
採
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場
合
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-:1

次
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式
を
用
い
；る
場
合
を
考
察
す
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：
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ア
ブ
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チ
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現
代
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⑴
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1
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れ
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計
測
は
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は
じ
め
対
数
選
好
場
嫩
に
関
し
て
行
わ
れ
た
が、'
 次
項
に
述
べ
：る
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1次形
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近
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階層
番号

核収入 
I

非核収入 
率 W

非核人員|非核着業|非核有業！ N A  
N 丨人員Nju|率 /』 !seN-N« 1世帯数

1 2604 6690 3.63 0.69 0.1901 99
2 7882 6214 3.47 0.91 0.2622 2.56 127
3 11814 7771 3,48 0.58 0.1667 2.90 265
4 14955 6436 3.54 0.55 0.1554 2.99 V 446
5 • 19043 7300 3.73 0.41 0.1099 3.32 358
6 22913 8157 3.81 0.38 0.0997 3.43 353
7 26834 6746 4.00 0.37 0.0925 3.63 235
8 31336 8312 4.16 0.34 0.0817 3,82 159
9 B5255 8663 4.22 0.44 0.1043 3.78 116

10 38888 10176 4.26 0.34 0.0798 3.92 68
11 41987 8946 4.30 0.35 0,0814 3.95 • 43
12 46644 12060 4.27 0.B0 0.0703 8.97 30
13 51063 14854 4.52 0.28 0.0619 4.24 25
14 54415 3276 4.08 0.17 0.0417 3.91 12
.15. 59935 6233 3.60 0.30 0.0833 3.80 10

第 3 表 b 世帯主収入と家計の有業率 ，
. . . . . .

A 地 区 （寧生省資料昂集If•結果(昭和同入会)より作成)

世 職
N+1

世帯人員有業人具
(X

非核就業率

I 三核所 
得屮その 
他実収

非核取入 
率 W I/W #所得 その他

実 收 :
222 4.135 1.414 0.10012 10055 11126 0,90372 106 9949
44 4.091 1.614 0,15009 7385 3203 2.30570 ：3875 3511

117 4.205 1.761 0.18098 8659 3577 2.42054 6316 2342
145 4.338 1.938 0.21623 11095 3972 2.79332 ；8578 2517
191 4,272 1.623 0.14583 14518 4803 3.02287 1108Q 3438
156 •4.038 1.506 0.12531 16117 4180 3.85584 13556 2561
210 4.443 1.624 0.14045 18120 4583 3.95413 15940 2180
134 4.276 1,463 0.10828 21441 5118 4.18979 18656 2785
135 \  4.467 1.452 0.10119 24116 3903 6.17810 21012 3104
83 4.590 兩 0.07860 26124 5281 4.94714 23573 2552
68 4.456 1.412 0.09246 29243 5409 5.40665 26052 3190
41 4?634 1.268 0.05788 31825 7544 4.21859 28716 3073
37 4.432 1,405 0,09138 33014 3476 9.49649 30750 2263
24 4.417 1.458 0.10369 38423 8662 4.43567 33966 4457
17 4.529 1.235 0.05189 41327 4640 8.90676 85974 5353
12 4.917 1.167 0.03396 39290 15000 2.61933 38278 1012
14 4.729 1.250 0.05287 56279 14137 3.98105 52500 3779

第 3 表 a 世很主収入と家サの有業率(家|丨酿資料挪傾_ 細ょり作成)つ数ち確

f  有業j非核有翁"*I T T ] 卅 獅 と' 翳 '  f
羞 I — _ I 率 W N I人員N；uj率 }x isN-N/x1世 ポ 放 V 遲 g  ,

1 2604 6690 3.63 0.69 0.1901 99 諶 好 場 難

2 7882 6214 3.47 0.91 0.2622 2.56 127 %  %  墙しょ

3 11814 7771 3,48 0.58 0.1667 2.90 265 え 近 層 ま

4 14955 6436 3.54 0.55 0.1554 2.99 446 . H  隹 ■
5 . 19043 7300 3.73 0.41 0.1099 3.32 358 る れ 較 位

6 22913 8157 3.81 0.38 0.0997 3.43 353 こ 系 龍  S
7 26834 6746 4.00 0.37 0.0925 3.63 235 れ 、い l i
8 31336 8312 4.16 0.34 0.0817 3,82 159 ^  ^  色
9 35255 8663 4.22 0.44 0.1043 3.78 II6 罔 範 ）こで

10 38888 10176 4.26 0.34 0.0798 3.92 68 赘 雙 空 资

11 41987 8946 4.30 0.35 0,0814 3.95 .，43 " 於 は よ

12 46644 12060 4.27 0.B0 0.0703 8.97 30 薄 み ， ふ

13 51063 14854 4.52 0.28 0.0619 4.24 25 弾 相 す 可

14 54415 3276 4.08 0.17 0.0417 3 . 9 1 12 達 最 審 撞

.15. 59935 6233 3.60 0.30 0.0833 3.80 10 " る 数 も

核収入； 勤め先からの主灰ヌ^ そ の 他 ^ ^ — — ~ T— T 附 暴 す る  
非核収入率：世帯主以外の家計貝の（1人当り）収入 与：を る 。
非核人員：世帯主以外の家計人具（家計人員一1 ) す も 対 即
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第 3 表 c 世带主収入と家計の有業申- 
B 地 ぼ  (bと同じ）

世帯数
N+1 

世帯人員
N/,

有業人員非核就業率

L•三核所 
得屮その 
他莢収

t na a m

非核収入 
率 W

»**■ M T K W M W  IMf i l ' IHW* li
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s
.
/
. 

= 

l
l

)

B 
地
区
で 

0.7770 

c
a
.
/
.
=
l
l
)

と
な
り
夫
 々

一
 
％

お 

よ
び
五
％
水
準
で
有
意
で
あ
る0
ま
た
セ
-

^
の
平
均
は
A
地
区
で00

0
5
8
3
6
7
、 

B
地
区
.で
.00 18688

。

E
c
en

oCD
:

仮
説
の
下
で

.
f 

は
夫
々
.；

5
=
0.74,56, 

i
=
1
.
5

oo5
1

何
れ
も
有
意
で
.は
な
い
。
但
し
こ
の
結
果
は1〜

17
階
罾
の
5:
.ら 

1〜

14
階
層
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て15
、

16
、
17
階

層

は
パ
の
著
し
い
週
少 

推
定(

負
値)

を
与
え
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
供
給
函
数
；

g

は
核
所
得
1
の
三
万
田

実 測 偵  

推 定 値

第 5 図  

(23) 式による推定値と実測値
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下
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階

層 

(

1〜

14
階

層〉

に
つ
い
て
#2

適 

性
を
も
っ
と
ぃ 

え
ょ
ぅ
。
す
な 

わ
ち
仮
説
rcl
= 

0 r
3
=
o

は
所 

得
階
層
の
こ
の 

範
囲
内
で
近
似 

的

.
に

妥

当

す

る
 

も
の
と
考
え
ら 

れ
る
。
実
際
パ 

ラ
メ
タ
計
測
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於
て
F

I

E

S 

資
料
に
'物
式
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あ
て
は
め
た
結 

果
は
第
5
図
に

I 
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G

 

示
す
通
り
核
所
得
三
方
円
を
超
え
る
知
た
り
か
ら
べ
ン
デ
ィ

ン
グ
が
き
か
ず
過 

少
推
定
す
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
.斯
様
に
し
て
仮
説

©'
と
こ
れ
か
ら
導
.か
れ
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供
給
函
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は
上
軋
の
限
晁
内
で
：は
少
な
く
と
も
統
計
的
検
証
に
関
す
る
限
り 

そ
の
臂
遍
性
を
容
認
出
来
る
も
の
で
あ
る

。
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.
こ
の
項
の
計
測
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於
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導
入
さ
れ
た
新
た
众
要
因
は.，K
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C.
で
あ
る
が
計

測
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結

果
P
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比

べ

て

約
1

36
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i

^
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-
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; 4

つ
こ
と
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知
ら
れ
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従
っ
て
於,
か
# >
» '
か
11
'
^
|靜
か
理
論
模
型
^ >
対
芯
せ
し
め
る
家 

計
か
^ >
# '
ぬ
、
観
測
か
れ
る
値
よ
り
も
あ
た
か
も
低
く
割
引
か
れ
る
か
の
よ
ぅ 

か
勝
职
b
呈
す
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
た.の
で
あ
る
。
^
と

:c
に
つ
い
て
我

 々

は
今
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な
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らin

t
e
r
p
r
e

c+a
t
i
o
n

を
与
え
で
い
な
かっ
た
が
、
こ
の

因 

子
の
計
測
暄
は
後
に3
•

3
項
に
述
べ
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通
り
次
で
展
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さ
れ
た
理
論
模
型
お 

よ
び
計
測
結
果
と
全
く
整
合
的
で
あ
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こ
と
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見
出
さ
れ
た
。
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.ぐ
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填
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述
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れ
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。
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計
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7
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計
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供
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函
数
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近
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囲
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す
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さ
れ
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。
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各
所
得
階
層
の
家
計.は
、
家
計
構
成
人
員
の
性
、
年
齢
、
職
業
お
よ
び
そ
の
.

他
社
会
学
的
諸
特
性
につ
い
て
多
く
の
変
化
に
富
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

2 . 
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7
に
至
.る
ま
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の
分
析
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の
家
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特
性
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世
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の
生
：た
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収
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成
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成
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1
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当
り
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収
A
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い
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表
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さ
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。
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狹
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れ
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入
れ
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指
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れ
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時
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於
て
非
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構
成
員
が
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等
し
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収
入
率
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雇
用
機
会
を
も
つ
一一

 

つ
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家
計
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非
该
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成
員
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関
し
て
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等
し
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家
計
特
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つ
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任
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階
層
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代
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す
る
家
計
特
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と
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表
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。
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梭
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間

で

異
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の
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家

黏
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：
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だ
<>
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な
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す
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計
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氏
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よ
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行
わ
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o
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氏
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独
自
の
面
数
形
を
使
用
さ
れ

:

Xい
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:
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.
2
'
谈
I
函
数
計
測
結
果
と
選
好
場
変
位
の
導
入
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N
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.
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し
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I
資
料
、
昭
和
同
人
会
資
料
A
、
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B
地
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に
つ
い
て 

計
測
し
た
猶
果
は
第'4
表
.に
掲
げ
る
''
°
:
'

:

:
.

.

- 

'
扨
て
糾
式
よ
リ
供
給
函
数
の
係
数.0,
02
03
は
ル
の
値
.

Q

時
点
間
ス
お
.よ
び 

地
域
間〕
変
動
に
よ

？
て
変
化
す
る
こ
と
が
わ

か

？
て
い
る
。.実
際
、
第
4
表 

の
計
測
値
は
、
単
に
統
計
的
検
証
か
ら
有
意
の
差
：を
見
出
せ
な
く
と
：も
シ
ス
テ 

マ
テ
ィ
ク
な
動
き
を
示
し
てい
る
こ
と
が
見
ら
れ
よ
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。
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し
最
も
重
要
なa

し
 

と
は
、
次
の
点
であ
る

\°即
ち
、
：我
々
の
模
型
が
妥
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す
る
た
め
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数
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の
係
数
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相
等
し
べ
計
測
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な
け
れ

第 4 表

供給函数パラメ々 9 計測結果

FIES 厚生省資料H•集計結果 
(昭和同人会資料) (31年8月)

(昭29年9月） A 地区 B 地区

0! 0.952771 0.928260 0.906700

02 0,0781390 0.0771702 0.0713127

c3 -3782.73 -3648.06 -2439.53

cv -0.211105 -0.180111
• . .

-0.12044

r 0.976 0.961 0.945

'CVはW を F IE S平均核収入を単位と 
して測ったときのe3 の値 
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。
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あ
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■

ら
.の
う
ち

1

W
と

I

W
.
は
况
に
比
し
て
大
な
る
程
度
に
観
測
誤
差
を
含 

む
可
能
性
は

.あ
る
。
方
：程
式
の
計
測
さ
れ
た
係
数
推
定
値
の
安
定
性
か
ら
見 

て
独
立
変
数
間
.の
従
属
関
係
に
ょ
る
固
婦
係
数
の
攪
乱
の
お
そ
れ
は
な
い
と 

信
ぜ
ら
れ
る
が
、
念
の
た
め

b
u
n
c
h

 m
a
p

 

(

第oo

図)

を
つ
く
る

0 

N
は 

構
造
式
系
に
.於
て
導
入
さ
れ
る
か
ら
捨
て
ら
れ
ぬ
ば
か
り
で
な
く
、

N
の
誤 

差

は

無

視

し

.う

る

も

の

と
.考
え
.ら
.れ
る
か
ら
次
の

.

g

cfr
a
x
m
a
p

 
.の
う
ち
方
向 

4 (

N)

に
'関
す
る
も
の
は
考
慮
し
な
く
て
ょ
い
。
1
、
2

、
3に
関
し
て
は2, 

.
お
.ょ
び

3,^ -
を
夫
々
導
入
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
回
帰
は
改
善
さ
れ
る
こ
と 

が
示
さ
れ
る

.0:

.
ノ

■
⑵

ノ
適
好
場
の
変
位
を
導
入.す
る
こ
と
。：

家
計
の
選
好
場
が
過
去
に
お
け
る
消
費
行
動
の
結
果
と
し
.て
、
内
生
的
に
変
' 

位
す
る
と
い
う
思
想
は
、
周
知
の
通
り
所
得
ポ
テ
ン
シ
T

.

&思

想

と

共

に

.近
 

$

純
な
。ハ
レト
ア
ゾ

ス
キ
ー
ム
に
対
す
る
反
省
.と
し
て
呈
示
さ
れ
た
重
み
あ 

る
仮
説
の
基
礎
を
な
す
も
の
セ
あ
り
、
事

実

消

費

行

動

(

所
得
処
分
行
S

の 

計
量
的
分
析
に
於
て
と
の
仮
説
は

「
1

.
な
結
果
：を
取
め
つ
つ
あ
る0
:S -
村
氏 

文
献
9
參
照
の
こ
.と〕

：

実
際
ニ
づ
'の
処
理
は
も
し
純
形
式
的
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
'
同
一
事
象
に
つ 

い
て
の
ニ
つ
の
見
方
で
あ
ろ
う
。'⑴
の
：所
得
ポ
テ
ン-シ
ァ
ル
ん
の
収
^
恒
等
式 

へ
の
影
響
が
負
で
あ
れ
ば

(

R
A
0

)

、
こ
の
こ
と
は
直
ち
に
習
慣
形
成

(

限
界
効
. 

用
_
線
の
上
方
へ
の
変
位

)

:'
と
解
せ
ら
れ
る
の.で
あ
り
、.;
又
負
の
変
位
は
、
正 

の
所
得
ポ
テ
シ
シ
ア
ル
，効

果

(
a
v
o
)

へ
と
ほ
ん
や
く
さ
れ
る
籍
の
も
の
で 

あ
る
。
従
っ
て
分
析
形
式
の
上
か
ら
は
、

い
ず
れ
の
処
理
%

®
的
と
考
え
て
. 

ょ
い
で
あ
ろ
う
。
.習
慣
形
成
仮
説
か
所
得
ポ
テ
ン
シ
T
ル
仮
、F4
か

と

い

う

提

問
‘ 

ょ
り
も
、
計
測
さ
れ
た̂

罾
ボ
テ
シ
シ
ァ
ル.又
は
習
慣
形
成
が
夫
々
の
模
型
に 

於
て
正
で
あ
る
か
負
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

現
代
階
に
於
け
る
最
終
計
測
に
於
て
我
々
は
変
位
選
好
場
の
模
型
を
採
を

' 

何
故
な
ら
こ
のタ
イ
プ
の
模
型
は
.既
に
¥
効
な
適
用
を
見
て
多
く
の
情
報
を
与 

え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
，

(

文
献
9
参
照〕

。

.
，■
: 

■ 

.

.

.

.
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10)

回
帰
方
程
式
料
はTe

d
u
c
e
d
l
f

 o
x
m

で
あ
る
。
従
マ
.て
こ
の
式
で
况
，

l

w

1

Wが
独
立
変
歎
で
あ
る
こ
と
は
既
定
の
事
柄
で
あ
る
。
#
し
こ
れ

(

11) 

M
.

 F
r
i
e
d
m
a
n
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文
献
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は
こ
の
線
に
沿
.ぅ
も
の
と
見
ら
れ
る;0
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:
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.

選
好
場
、.お
ょ
び
そ
の
変
位
の
計
測.
■

選
好
場
(1
1

)

.に
於
て
、
.兀
お
ょ
び
^
の
限
界
効
用
曲
線
に
変
位
を
導
入
す
る
。 

従

っ

て(

以
下
竹
打
：に
1
|
2を
乗
じ
.て
ぉ
く
>

..

1 

丄

g
s
=
-
^
-
r
l
M
w
+
r
2
H
+
r
s
x
N
/
l
+
r
4

(

N
6
+
^
-
r
5

(

N
b
2

に

お

け

る
r2
お

ょ

び
r4
は
も
は
や
常
数
で
は
な
い
。 

計
測
を
展
開
す
る
た
め
変
位̂

れ
は
夫
々
核
所
得1
と
、

M

F

k

l

®
黐
揪
谇
0
、
ク
5 

>免)

s 

r
4
=
r
o
+
「
lI 

S
O
S
M 

V 

な
る
関
係
に
あ
る
と
い
ぅ
仮
説
を
用
い
る
な
ら
ば
、
供
給
函
数
は
次
の
形
に
導 

か
れ
る
。
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r
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f
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l
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r
3
w
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+
r
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: 

辦
に
於
て
計
測
値0,
と

C2
.
.の
乖
離
.は

^

に
対
応
す

る

賃

金

.
雇
用
分
析
の
訃
量
的
基
礎

I

供
給
函
数
は
、
統
計
的
回
帰
方
程
式
と
し
て
は
.

一
笈 

N」

=
c
l
N
+
Q
r
^
-
+
p
:
^
+
5
' 

U
 N

o

i

w

s
 

5 

o

w  

w

と
全
べ
等
し
い
。
铖
式
と
物
式
を
比
較
し
て
パ
：
ラ

メ

タ

ル

：
は
次
の
諸
関

^

L

.

.

.

.

.

;
j

:
.
.
.
.
.
.
•
:

ょ
っ
七
.選
好

場
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デ
4
次
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関

壞

け

ら

れ

る
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糊〜

脚
の
関
係
を
用
い
て
選
好
場
お
よ
び
そ
の
変
位
を
あ
ら
わ
す
パ
ラ
メ
タ 

r
i

(

=

l
co
,
,
5

)

^
o
.
='p
l)

n

f
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が
決
定
さ
れ
る
。

,

ま

ず
ニ
時
点
に
お
け
る
仏
の
値

C

:-C
I
S
:

は
第
4
表
に
計
測
さ
れ
て
い 

る
。
次

に
e
お
よ
び¥

1

時
点
に
於
て
相
^
し
い
性
、
年
齢
、
社
会
的
諸
特
拽 

を
も
つ
，

(

所
得
階
層
.の)

家
計
を
選
び
そ
の
非
核
収
入
率
-

ゾ

w

t

iを
求 

め
る
。

こ
れ
ら
の
値
を
代
入
す'る
と
⑴

の
関
係
は
夫

*々
:お
よ

び¥
1

時
点 

.に
つ
い
て|

個
ず
つ
、
it
;
'一
個
の
連
立
方
程
式
を
与
え
る
。
従

っ

て̂1
れ

r s 

の

ぅ
ち
一
つ(

例
，え

ば
re)

を
1
と
.お
く
.こ
と
に
よ
.っ
て
rl
お

よ

び
r3
は
決 

定
さ
れ
る
。

こ
の
^
0
,
=
1
,
3
,
5
>

を
_
に
代
入
し
て
{
お

よ

び¥
1

に
お

.
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四
八.(

七
0
ニ
>

け
る
ぬ
の
値
ぞ

^
ュ
が
求
め
ら
れ
る
。
fo
,
+
l
,
5>
,
 

?

を 

求
め
ら
れ
た
n
ゎ
と
共
に
鲥
に
代
入
す
れ
ば、u ¥

1

の
連
立
方
程
式
か 

ら
限
^

用̂
^
^
の
シ
フ
ト
パ
ラメ
タ
の
ぅ

ち

㈠
が
求
め
ら
れ
る
。
司
嫌. 

に
し
て
抑
か
ら
は
残
り
のシ
フ
ト
パ
ラ
メ
タ」

。̂
。
が
決
定
さ
れ
る
。

琴
*
-名
*
?
>は
ズ
及
び
ネ
1
時
点
.に
：
お

け

る

相

等

し

い

家

.
計

特

性

を

_

 

も
つ
家
計
：の
有
業
非
核
耩
诚
爲
ー
入
当
り
取
入
で
あ
る
か
ら
、
も
し
、 

世
帯
主
所
得
階
層
资
料
が1
1時
点
間
に
亙
っ.
.て
整
備
ざ
れ
て
い
れ
ば
そ
の
値.ft 

両
時
点
の
非
廢
入
率
分
布

(

ジ
ブ
ラ)
の
平
拘
を
求
め
る
こ
ー
と
に
よ
っ
て
于 

分
な
精
度
で
東
め
ら
れ
よ
ぅ
。
併.じP

0
g

資
料
ば
、
ー
ー-A
年
九
月
.に
関
す
. 

る
も
の
の
み
‘で
あ
っ
て
、
一
一
ニ
年
度
の
眵
举̂
罾
㈣
で
は
ノ
^
日̂

吧
—

の 

多
い
6
哪
区
を
1

S
 (

前
揭)

と
比
べ
て
み
る
と
所
得
分
布
は
頗
る
不
満
足 

に
し
か
把
握
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
A
地
区
の
分
祐
形
は
よ
り
良 

好
な
精
度
で
把
え
ら
れ
て
い
る
が"

®
世
帯
の
多
い
地
区
"
に
関
す
る
調
査 

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
分
布
の
ジ
ブ
ラ
平
均
を

F
I
E
S

の
そ
れ
と
比
べ
.て
相
等
し 

い
家
計
特
性
を
期
待
す
る
こ
と
は
危
険
だ
と
い
わ
.ね
ば
な
ら
な
い。
'

と
こ
ろ
で
我
々
の
求
め
.た
い
も
の
は
相
等
し
い
家
計
特
性
の
家
計
の
両
時
点 

に
お
け
る
非
核
有
響
の
収
入
率
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
信
頼
度
の
あ
る
分
葙
形 

態
を
も
ち
、
I
層
間
に
於
て
家
計
特
性
に
考
慮
す
る
べ
き
ほ
ど
の
相
対
的
変 

動
の
起
き
て
い
な
いIt
#
で
あ
れ
ば
、

の
如
何
は
前
記
の
目
的
に
関 

す
る
限
り
舀
面
の
問
題
で
は.な
い
の
で
あ
る
。
従
マ
て̂

の
計
測
に
は
、：
 

i

s
の
実
収
入
階
層
別
資
料
を
代
用
し
て
も
差
亥
え
な
い
も
の
.と
考
え
ら
れ 

る
。
i

に
し
て
両
年
度
の
非
核
取
入
率
ジ
ブ
.ラ
分
布
平
均
が
、
実
取
入
階
層

，資
料
よ
り
、
次
の
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
。
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こ
れ
を
用
い
て
計
測
し
た
選
好
場
パ
ラ
メ
タ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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商
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p
g

rA
か

こ
れ
ら
の
パ
ラ
メ
タ
は
安
定
：条
件
を
み
た
す
こ
と
が
確
め
ら
れ
る
。 

關
糾
に
よ
つ
て
、>
<お
よ
び
队
の
限
界
効
用
：
1

の̂
截
片
r2
A
Jr4
と
は
夫 

々
次
の
関
係
;̂
'
よ
-?
て
、一
核
所
得
階
層
間
に
於
て
変
位
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら 

れ
る
。
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j
こ
の
関
係
を
摸
型
的
に
図
示
す
れ
ば
第6図
の
.如
く
で
あ
る
。 

ゝ
計
測
結
果
は
叉
に
関
し
て
は
正
方
向
に
、
.̂

に
関
し
て
は
負
方
向
に
変
位
が 

起
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。'

.

囪
の
実
線
は
計
測
さ
れ
た
変
位
を
含
む
曲
線
で
あ
り
、
点
線
は
変
位
を
含
ま 

ぬ
模
型
に
よ
つ
て̂

_さ
れ
た
と
き
見
掛
け
上
_
員
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
曲

第 6 国

言f•測され習慣形成過程の模型因 

M ) ' • … (P)
■ ■ •  ■ ■ I -

この模型因はれ三+ 1 として画かれテこ6 符号を逆にすれば変位方向と因の縦 

軸め符骨は焊対*になる。r5三1， で， 1 = 0 , 3 8 9 1 , X = 0 . 6 6 8 3 , (単位 2 0 2 5 5阿丫 

の場合，r尸 1.501， 4̂ = —0;7紙 _ ミ2，_ ，^ ^ ? ，6 3 6 となる。従っ

ブ 酸 ュ …

- 9 X 2 ~  +  ' X -

賃
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，
雇
用
分
析
の
針
量
的
棊
礎
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示
す
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'

こ
れ
ら
の
計
測
結
果
を
、
所
得
ポ
テ
ン
シ
.
ア
ル
模
型
と
照
俗
す
る
と
所
得
ポ 

テ
ン
シ
ア
ル
効
果
と
達
好
変
位
効
果
の.関
係
は
一
：
層
明
ら
か
と'な
ろ
ぅ
。
即
ち 

.
選
存
変
位
模
型
^
り
計
测
^
た

パ
7.
ィ
タ
が
、
適
：切
に
計
測.さ
れ
た
も
の
で
あ. 

る
な
ら
ば
、
こ
.
れ
ら
パ

：

i

ス

ズ

タ

の

.う

ちシ
フ

ト

バ

ラメ
タ

以

外

の
r l
r 3
r 6

は 

同
瞬
に
ま
た
所
得
ポ
チ
ン.シ
ァ
：ル
模
型
に
関
し
で
も
亦
整
合
的
に
妥
当
す
る
も 

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
ぃ
る
所
得
ポ
テ
シ
ァ
ル
模
型
に
ぉ
ぃ
て

^

^
は
夫
々
、

で
あ
る
。
そ
こ
でg

の

n
を
用
い
る
と

JO〈

5>
八
0
で

あ
；る
：こ
ど.が
：わ
か
.る
。
然
る
.に
C
1
V-P
V

0
で
あ
る
か
^

1
V
1

十
-

^>

 0 

で
な
げ
れ
ぼ
.な
ら
な
い
。
従

っ

て(

丨
1
<

)

-|
>
1
<
0
で
；あ
る
は
ず
で
あ
る0
 

.
A
H-C
D
'
O
+
S 
に
於
て
ポ
テ
ン
シ
ァ
ルA
ば
核
所
得
階
層
と
共
に
増
加
す
る
と 

期

待

さ

：
れ

る
.
«\/
:
0
>''
;
.
'
か
ら
、;'
'̂
計

測

結

證

の
n
:
:
を
用
い
れ
ば. ：た

<
0
.

 
v

y f 

け
れ
ば
な
ら
な
い•で
あ
ろ
ぅ
。
而
し
て.こ
れ
は
、
負
の.所

得

ポ
.7
-
ン
■シ
ァ
ル
が 

作
用
す
る
と
い
ぅ'
Wと
に
他
な
ら
な
い。
.

次
に

2
.
. 

7
に
お
け
る7

3
=
0
,
7
5
=
0

の
仮
説
に
基
く
計
測
結
果
と
の
照
応
を 

考
察

:1
>
:ょ
^

#

=°.
な
：る
仮
説
：は

計

遷

盡

：に
含
ま
；れ
て
い
な

1>
点
は
照 

応
：迄
当

.っ
^
留
保
恶
ね
ぼ
处
ら
な
い

0
:併
し

乍

ら

眾

お

歡

の

：計

測

繁

と

_

の 

計
測
結
果
と
は
、
矛
歐
せ
ぬ
こ
と
が
見
出
さ
れ
る

。

2 

. 

7

に
お
け
る
仮
説

(

.:
-
一
 
'
.ぐ：.'ノ
.'ぐ
ふ
，：：
':.::
 

.
■
四

九

.

(

七 

P
-H
V

;

.マ.

滅



r
s
N
O

は
余
暇
の
.限
界
効
用
.を
，

一

:定

上

お

：
べ

こ
^
に

他

-な

ら

な

い

が
、
一
方
⑽

の 

.計
測
に
ょ
れ
ば
、
財>
<と
余
暇
§
の
：̂

効̂
用
=

^
は
：、：
相
異
处
る
方
向
へ
と
：
 

変
位
す
る
.が
ら
、
も
し
佘
暇
を1
定
と
し
't，
あ
た
：が
ん
金
暇
の
限
界
効
用®

^
 

を

基

维

に
.X
の
限
界
効
用
0

を
測
る
-«
)
:
:
'
^
^

操
作
.を
施
す
な
ら
ば
-'
文
.の
限 

用：

は、

.ょ
り
急
览
^
相
対
的
変
位
友
な
す
ょ
う
に
反
映
す
る
で
あ
ろ 

う
。
し
か
を
？ 

7
_の
計
測
は
>
<の

限

霖

用

農

：の
変
位
を
考
慮
し
悲
い
な
い 

:

か
^'
-
第

6
図
の
点
線
の
出
の
軌
跡
が
評
測
さ
れ
る
と
と
に
な
ろ
う
。
然
る
に

r
3

.' 

n
o
r 

r
5
=
o

の
仮
説
の
下
で
計
测
結
果
は
叉
の̂

^
用

農

の

啕

配

が

負

で： 

あ
る
こ
と
を
示
し
て
いる
。
こ
れ
は
、
余
暇
限
1

用̂
_
線
を
切
る
点
線
の
勾
配 

の
方
が
乂
の
そ
れ
ょ
り
急
傾
斜
で‘
る
こ
と
を
示
す
タ
こ
れ
はf

a

q

r
l
<
o

 

を
#
え
る
本
項
の
計
測
結
果
と
整
合
的
で
あ
る
。
と
：こ
ろ
で
？
7
.
.
の

結

果

で
 

は
農
の
変
位
が
完
金
に
お
お
い
か
く
さ
れ
た■で
あ
ろ
う
か
。:.
.明

ら

か

.

.
に

そ

う
 

で
は
な
.い
。

2
 

.
 
7

に
於
て
我
A

は
核̂

得
の 
一$

e
i
g
3
1
t

 

c
p
:

が
非
核
収
入
率 

w
e
i

oqh
t

 C
.

に
比
し
て
.1

30
以
下
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し_た
。
そ
し
て
こ
れ 

は
あ
次
が
も
所
得
が
割
引
か
れ
る
ょ
う
に
見
え.る
と
述
：ベ
た
。
こ
の
'こ
と
は
所 

得
ポ
テ
ン
,
ゾ
.ァ
■ル
.UA

が
'負
の
影
1
を
与
^
る

か

の
.̂
く
計
|̂
さ
，れ
.た
.と
い
_う
.. 

こ
と
を
意
味
し
てい
る
。
.-

即
ち
2
-
 
.

'

7
の
計
測
結
果
に
お
け
る
 >

 
と

'

ど

の
：値 

は
そ
れ
自
身
選
好
の
変
位
を
反
映-L
T
い
る
の
だ
と
解
す
る

.こ
と
が
㈦
ネ
る
と 

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。
. 

.

'
'
,
.
'
/
.
' 

.. 

'.
.■:■

3

*

4計
測
結
果
の
検
証

計
測
結
果
^
は
そ
れ
ま
で
の
計
測
諸
結
果
と
全
く
整
合
的
.で
あ
るこ
と

が

宗

.

‘
 

- 

■

五
：-
0 (

.七
〇
四)

さ

れ

衣

.€
)
で
：
、
，
そ0

と̂
自
体
が
必
り

:4
直
さ
ず

(4
5
)の
検
証
の

1:祖
を
担
う
べ 

き
も
の

.で
あ
ろ
う
。
併
し
我

'々
は
こ
の
結
果
を
.更
に

積

極

的

に

檢

証

し

よ

う

.と 

試
み

4
;°
';
;
:

:

$

.そ
れ
は
計
測
結
果
卿
が
他
の
資
料
に
対
し
セ
も
つ
説
明
カ
を
見
^
ご
ー
と
に
扣' 

、
て
节
わ
|れ
る
：。
：
.
.:
:
:
:
ぺ 

検
証
.に
用
い
ら
れ
る
残
さ
れ&

料
は
：三
_-
年

度

入

地

区

で

：
知

石

。
ぺ
も
し
我 

:々
が
厶
地
区
め::
.
.
'
:
^

を
直
接
知
り
得
る
な
ら
ば
财
の
。ハ
ラ
メ

 ：

タ
を
嫩
に
用
い
る 

'
.こ
；
と
に
よ
つ
：
て
ん
撕
区
：
の

§:を
推
定
し
こ
れ
を
実1

^
比
較
検
証
す
る
こ
と 

は
容
易
で
/あ
る

。
：：
然

る

に

，
八
地
区
の
へ

W*
"は
直
接
知
り
得
な
か
っ
：た
の
：で
あ 

り
知

ら
れ

て

：
い

^
な
^
ば
-4
地

区

を

も

亦

計

測

に

用

い

た

で

あ

ろ

う

。
.

-^」

で 

1サ
に
関
す
る
知
識
を
必
要
と
：せ
ぬ
：よ
う
な
間
接
的
操
作
を
適
用
し
て
#
証
を

'行
！

:
'■:
::

.

■

.
こ
.の
た
.め
に
ま
ず
脚
式
を
次
の
よ
う
に
変
形
す
る
。

..

g 

N
+
(
r
l
-
f

 

さ 

•

io
r
. 
r
v 

. W

 

W

 

」

v'
-

y
 

'

l

_

i

l

)

t

l

”

と
こ
..に
'：

.
.-

' 

r
l
N
+

(

r
l
+
s

^ h
+
>'
^ h
w
z
l

,
r
3
N
+

(
r
3:+
5

t h
十 

r
o^ h
川Zs 

,

.
'
•
' 

' 

.

.

. 

... 

. 

.

.

.

.

.

.

と
が
，け
ば

、

A地
区

の

艺
デ

I
,

の
値
と
卿
の
。ハ
ラ
メ
タ計
測
値
を
用
い
て

0

?'
'
=
|
1
| 
辦

〔

|
2
_
3
7

(

_

)
-
1
.
1
9
3
i
〕
I
N

 

':
'
!鞭

〔

。
.2
5|
 
艰

—

g
6!
j
t
l
l

f

l

i

;響

i

_

:

(

l

_

g

s

-

- 

. 

.

I

°:
-

A

I

I

9

2

7
 

A

i

.

看

,

！

.

935 

^

 

^

、

IV
势

働

供

給

曲

線

の

不

可

逆

性■

前
項
の
結
果
に
ょ
っ
て
我
々
の
供
給®
数
計
㈣
ぽ
果
と
■

好

場
パ
ラ
メ
タ 

(

な
か
ん
ず
く
選
好
場
め
シ
ス
デ
マ
テ
ィ
ク
な
変
位
を
含
め
て
}
は
現
段
階
に
お 

け
る
入
手
可
能
な
諸
資
料
に
照
ら
し
て
檢
証
に
耐
え
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を 

確
認
出
来
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で̂
々
は
以
上
の
計
測
結
果
を
用
い
て
、所 

;

得

のs
t
e
a
d
y

な
上
昇
期

(

そ
れ
は
習
慣
形
成
を
伴
う
と
考
え
ら
れ
る> 
と
が 

伴
う
急
激
な
所
得
変
動

(

習
慣
形
成
過
程
の
速
度
ょ
り
急
速
な

)

に
対
応
す
る 

i

一
 
つ
の
供
給
ス
.ヶ
デH .

ル
を
分
離
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

，

習
慣
形
成
を
伴
う
家
計
核
所
得
成
長
過
程
に
於
け
る
供
給
函
数
ば
脚
の
値
を 

脚
に
適
用
乙
て

|
を
ル
で
表
わ
せ
ぱ
次
め
ょ
う
に
導
か
れ
る

。

.
,
.
'

:

'

. 

-
■
,
'
ン

-

.

.

.

/

賃
金
：‘
'雇
用
分
析
の
計
量
的
基
礎.

■■
.
: 
>
.
五
ー:(

七
.

0

$-:

こ
れ
に
対
し
て
習
慣
形
成
過
程
を
含
ま
ぬ
瞬
間
的
な
核
取
入
増
加
過
程
に

お

け
る
供
給
函
数
は
、.钟
の
値
を
糾
に
適
用
し
て
如
で
表
わ.せ
ば
、
：
.

人

:

.

.

:

:
.

合

■

さ

•■霉 

S

G
 

:
:
:

(

|

_
1 |
_

:

■

i

o

r4
お
，ょ

び
r2
:
.は
家
計
の
習
慣
形
成
状
態
に
依
？
て
、定
め
ら
れ
る 

値
で
特
定
階
層
の
矜
れ
は
家
計
歡
収
入
か
ら
锄
脚
の
関
係
に
ょ
っ
て
求
め
ら
れ

る O
V
V
.

■.:■〉

.： 

I

,.
'

ZI
Z2
の
値
は
計
算
出
来
る
。
も
し
計
測
さ
れ
た
。ハ
ラ
メ
タ
？

」

y
,
T
V
^
A 

地
区
に
於
て
も
普
遍
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ぱ
ヽ
計
算
ざ
れ
た

^
を
と
、. 

<
5地
区
に
於
て
実
測
さ
れ
る
ぬ
の
間
の
回
帰
方
程
式 

2

1
S
U
=
A
1
Z
1
+
A
2
Z
2

了
 (

W
W
F

Y,,
—

w
w
p

 

•

.

'
 

f
 

i? 
J
 

f
 
J

l
 

,

は
高
い
相
関
係
数
を
与
え
る
で
あ
ろ
ぅ
。

実
際
(5
0

)

を
計
測
す
る
と 

.
こ
こ
に



C
H
O
S
S
:

 section

資
料
に
現
わ
れ
る
供
給

'辟
数
の
沟
配

..の

.時
系
Î
的
変
化
は 

同
一
家
計
特
性
の
家£

が
も
つ
可
能
な
雇
用
機
会

^

お
よ
び
購
入
財
め

f

^

.

パ

:'
 

:.:

五

ご

(

.七
〇
六
>

,.
'

に

よっ
て
惹
起
さ
れ
る
.こ
と
が
^
式
か
.ら
理
解
さ
れ
る

。
,:
 

.,

.'「

：家
計
非
核
人
員
フN

n
r
v

同
収
入
率

WH

oo
ooo

ra
の
家
計
に
つ

.い

.て
、

労 

'
働
供
給
量
：
^〈

と
核
取
入

I
と9

関
係
财
を
第

7
因
に
示
す
。
因
^
沪
線
が 

こ
れ
で
.あ
る

0
い
ま
、
.核
取
入
ニ

0
、〇

00
円
の
階
層
に
於
て
、

家
計
核
の 

雇

用

機

会

が

：急

速

：に

好

転

し

、

_

形

成

速

度

を

無

棵

し

得

る

‘
ほ

ど

の

急

激

な 

核
取
入
増
加
が
行
わ
れ
：た
と
.し
よ
：う
。
と

.

の
と
き
家
計
の
非
f

成
人
員
の
労 

働
供
給
量
は
卩
が
ら
恸
を
用
い
て
描
か
れ
た
队
線
に
沿
っ
て

1
吣
す
る
の
で
は 

な
くm

式
を
用

.い
て
©
か
れ
た
8,
線
に
沿
、っ
て
は
る
か
.に
急
激
に
減
少
す
る
こ 

と
が
示
さ
れ
る

0

.-.
'
: 

,

P
点
に
：お
い
て
特
定
：の
習
慣
形
成
の
状
態
に
あ
る
家
計
が
逆
に
も
し
急
激
な 

核
収
入
域(

家
計
核
の
雇
用
機
会

6
恶
化)

に
さ
ら
さ
れ
る
と
非
核
構
成
員
は 

ゼ
か
ら
あ
線
に
沿
っ
て
左
上
方
に
急
峻
な
有

i

上
#
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ

S
0

.

• 

s

o
 

 ̂

' 

.
:._ 

.

.

家
計
核
の
雇
用
機
会
の
変
動
が
ど
の
程
度
に
急
速
度
で
起
っ
た
と
き
晋
慣
形 

成
違
好
場
変
位
効
果
が
無
視
し
う
る
程
度
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
未
だ
詳 

で
な
い
。
併
し
乍
ら
選
好
場
パ
ラ
メ
タ
に
関
す
る
我
々
の
計
測
結
果
は
入
手
可 

.

能
の
情
報
の
下
で
は
十
分
検
証

.さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
次 

•

の
点
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
：核
取
入
の
急
増
が
あ
っ
た
と
き
、
家
計 

の
供
給
行
動
の
反
応
ぼ
ノ
队

^

と̂

ふ

^

^

の

効

に

よ

っ

て

作

ら

れ

る

視

角

の 

.

.領
域
に
限
定
さ
れ
る

"

.家
計
人
員

5
'非
核
収
入
率
评
を
種
々
に
変
化
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
種 

.々
の
場
合
に
お
け
る

s
fs*
農
を
画
く
こ
と

.は
容
易
で
あ
る

。
'

(

12) 

. 

J. D
u
e
s
e
p
b
e
r
y

 (

文

献lalb
)
.

の
消
費
面
数
に
お
け
る
不
可
逆
性 

と
照
^
的
で
あ

■る
よ
ぅ

.に
見
え
る
。
し
.か
し
な
が
らD

u
e
s
e
n
l
b
e
r
y

は
、
 

消
費
選
好
場
が
変
位
す
る
か
ら
余
暇〜

所
得
選
好
場
も
'変
位
す
る
で
あ
ろ
ぅ

'
 

と
述
べ
る
の

1
あ
る
が(

文
献
' la 

P
.
100

)
、

し
か
し
た
と
え
消
費
選
好 

場
に
変
位
が
な
く
て
も
余
暇〜

所
得
処
分
ル
タ

P
ス
項
の
係
数
れ
は
余
暇
暈

の
変
動
を
介
し
て
財
の
み
を
対
象
と
し
た
場
合
の
選
好
場
に
変
形
.を
与
え
る

. 

■ 

. 

, 

. 

. 

. 

•
-
- 

と

と
_に
'な
る

。
 

- 

.

.

.•

.

.

.

.

' 

'

:v
結

：
;
，
語

:
:

,•
 

■
 

...
 

•

.

⑴

賃
金〜

雇
用〜

所
得
決
議
構
の
、I

的

基

礎

と

し

て

、
我
々
'
は

家
計 

.の
金
暇

〜

所
得
選
好
場
の
：
計

測

を

行

：
つ

た

.:
0
予

備

的

許

測

.
？

 

4
、

2 

.
b
、
；
. 

し
2
,
6
、

2 

• 

7
を
経
て
、
選
好
場
に
変
位
の
導
入
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
見
出
さ 

れ
、
？

3
に
於
\'
選
好
場
変
位
の
。ハ
：ラ
メ
タ41
上

^

を
習
慣
形
成
パ 

ラ
、メ
タ
> 
が
他
の
選
好
場
パ
：ラ
メ
タ.
れ

rs
r5
と
共
に
；̂

ざ
れ
た
0
:こ
れ 

ら
の
パ
.ラ
メ
タ
は
安
定
条
件
を
み
た
す
と
共
に
、

：

現
往
入
手
可
能
な
資
料
に
関' 

す
る
限
り
i

に
耐
え
る
もの
で
あ
る
0
ま
た
.計
測
結
果
は
予_
的
諸
計
測
結
：
 

果
、；
な
か
ん
ず
く2 

.

.
7
を
特
殊
な
表
現
上
し
て
含
み
こ
れ
ら
と
盤
合
的
な
も 

■の
で
あ
る
こ
と
が
知
ち
れ
た
。
.
邐
好
場
：に
お
け
る
変
位
の
存
在
は
，こ
.れ
を
確
認 

出
来
た
と
^
え
ら
れ
る
。

⑵
.：
許
測
結
果
？ 

と̂
？

？
と
は
整
合
的
で
あ
る
0

:

'

 

.

⑶' 

■計
測
結
果
に
基
い
て
、
家
；̂

所
得(

家
計
の

^
た
る
収
入
考
の
収
入

}
 

の
：
緩

慢

に

し

て

、
：
，

s
t
e
a
d
y

な
上
昇
期
に
ぉ
け
る
呢
給
行
動
と
、
瞬
間
的
家
計
核

:

賃

金

•
雇
用
分
析
の
計
量
的
基
礎

:

所
得
の
変
動
に
対
す
る
家
計
の
供
給
行
動
と
を
分
離
ず
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ 

:

た
.。
.こ
れ
.は
所
得
循
環
過
程
に
お
.け
る
供
給

i

の
不
可
逆
性
を
予
期
せ
し
め 

•る
も
の
.で
あ
る
。

-:
.
.

:
⑷

本
稿
の
.計
測
：林
久
*

(

日
0
1
1>
.の
次
76
の
供
給
函
数
に
関
す
る
も
の
で 

あ
る
说
V
労

働

時

間
@
§
3
0.
.
^
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あ
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れ
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れ
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.れ
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⑷
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